
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
演題名 衛生環境研究センターにおける新型インフルエンザへの対応状況 

学会名 福井県薬剤師会シンポジウム 
発表者名 中村雅子 

開催日時 

および場所 
平成２２年１月１０日（日） 

福井商工会議所ビル 

発表内容 衛生環境研究センターにおける新型インフルエンザ関連の業務として

は、検査（遺伝子確認検査、ウイルスの性状監視、薬剤耐性サーベイラン

ス）や情報提供（感染症情報ホームページ）などがある。 
新型インフルエンザ発生以来、これまでにない健康危機管理事態に対処

するため全所体制で臨んできた。すなわちセンター内に新型インフルエン

ザ対策委員会が設置され、検査体制の整備や連絡調整などを行なった。ま

た検査については担当者以外でも対応できるよう、所内研修を行なって応

援体制を確立した。他にも検体回収業務や情報提供業務などを所内で分担

して行なってきた。 
このような体制で、これまでに１６２件の新型インフルエンザを検出し

た。これまでのところ、抗原性状はワクチン株類似のものが多く、薬剤耐

性変異は確認されていない。 
 


